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要 旨（300文字程度）

比較的低い温度を好むイチゴに生育適温が低いニジマスを組み合わせたアクアポニックスを行っている。魚の排
泄物から培養液中に供給される肥料成分は餌料に含まれる無機養分に影響され、ニジマスを用いたアクアポニック
スの場合，Kに加えて、MgおよびBも不足する。そこで、培養液中の肥料成分の内、魚由来の割合を50％（AP50）お
よび80％（AP80）とする区を設けて、不足する肥料成分は硫酸カリウム、塩化マグネシウムおよび微量要素複合肥
料によって補給することでイチゴのアクアポニックスを行った。AP80と比較してAP50では果実収量が多く，果実の
糖度および酸度も高い傾向が見られ、適度に肥料成分を補うことの有効性が証明された。
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